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A comparative study between parents and three- to four-year-old children in terms of the 

























































































































































































2005, 2008）（Diessel & Hetterle 2011）。成人の会
話資料（英語 Ford 1993; 日本語 Ford & Mori 

























さい。 （Alfonso 1966: 545; 白川 2009: 39）
（12）＊自由にとって下さい、そこにソースがあ























る（Diesel & Hetterle 2011; Ford & Mori 1994; 
Mori 1994, 1999; 白川 2009; Yamamoto 2003; Yamamoto, 
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（17） A : もう帰るの？
 B : いや、まだ11時だから。
（18） A : 田中さん今日は欠席なのね。
 B : 出張中ですから。
（19） A : 司会は自信がないよ。
 B : お礼をしますから。
（窪田 2015: 28, 2016: 200）
（20） A : そこにワインがありますから。















（23） A : 結局、自分一人でしたの？
 B :（だって）あの人、何にもやってくれな












度で観察される（Clancy 1985; Ito 1988; 伊藤 1990, 
2005, 2006; 大久保 1977, 1984）。英語 （Clark 2009; 
Reich 1986）やドイツ語・イタリア語・トルコ語




































































































































































答えとして「定番の発話行為」（Yamamoto et. al 
2005: 93）となる。著者の先行研究では「だって」
の使用は対象児の一人でごくわずかであった。













































































Oshima-Takane, MacWhinney, Shirai, Miyata, & 
Naka 1998）から選んだMiiPro Corpus （Miyata & 




































































　 表 １ に 子 ど も のMLU（Mean Length of 
Utterances：平均発話長：一発話中にある形態素
数の平均）の各時期での平均値を示す。平均値は
各時期で近接しており（N＝4; SD＝0.34 in Stage 

































Arika 2.91 3.04  3.34 2.82
Asato 2.17 2.33 2.80 2.42
Nanami 2.54 2.72 2.84 3.07



































































































表2　Arika, Asato, Namami, Tomito の「から」使用の月齢比較  










傾 向 が あ る こ と で あ る（Yamamoto 2003; 
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